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飛 騨 の 複 変 成 作 用

諏　訪　兼　位
＊

（1968年4月3日，日本地質学会了5周 年記念討論会講演）

1．は じ め に

　加納 1専を 代表者 と す る変成帯形成史 の総合研究（1965
・66。6了年度）が 行わ れ た こ の 三 年 の 間 に ， 飛騨の 複変

成作用の 問題に関 して は ， 次 の 3つ を収穫と して あ げ る

こ と が で き よ う，

　（1） 毎年 1回，都合 3回，総研 メ ン バ ーによる飛騨変

成帯全域 に わ た る 現地討論会 が 開か れ ， 具体的な 問題点

が 指摘 さ れ て き た こ と ．

　（2） 具体的調査 に よ り，岩石学的 な ら びに 地質学的な

新知見 が加 わ っ た こ と （諏訪，1966a，b ；佐藤，1968な

ど）．

　  　同位元索に よ る年代測定 が行な われ ， 予察的で は

あ る が，具体的な な デ ー
／t　
一・が で は じめ た こ と

’
（山口，

196了； 山口 。柳，1968；佐藤 ら，1967な ど ）．

　以下，こ の 3つ の 収穫の そ れ ぞれ を や や興体的に 論じ

た い ．

1．現地討論会 （1965 ・66 ・67）の 成果

　現地討論会 は変成帯全域 に わ た っ て 行 な わ れ ，地域 は

北東か ら南西へ
， 黒部川 ・宇奈月G965），片貝川（1966＞，

常願寺川支流和田川 （1967），神岡 ・本郷（1967），高溝水

（1967），高山線沿線 の猪谷 ・ 打保 ・ 坂一ヒ ・ 野 口（1965），．

小鳥川流域の角川 。天生（1967）で あっ た．

　参加者は 北 よ り南へ ，小林英夫 ・加納　博 ・山下　昇

・ 野 沢　保 ・端 山好 和 ・上 野 直子 ・青木　斌 ・諏訪兼 位

・宮川邦彦 ・伊藤正裕 。小鳥丈児 ・竹田史朗 ・鈴木盛久

・岡村義彦 ・井上　保 ・大島恒彦の諸氏で あり，毎回約

1G名が 参加 した．

　現地討論会に先立 っ て ，諏訪 （1965）は 飛騨変成岩の

複変成作用 の 慧義 と問題点 を 論 じ，その 冒頭 で ，飛騨変

成岩の 形成時代に 関す る 先 カ ン ブ リア 時代説 と非先 カ ン

ブ リア時代説とを具体的にの べ ，両説 と も地質学的証拠

に よ る補強が さ ら に必要な こ と と，同位元素に よる 圷代

測定が さ らに 必要 で ある と の べ た．つ ぎ に 船津花崗岩の

位置づ けが重要で あるとの べ ，最後に，岩石学的に も地

質構造的 に も異質 な代表的地域を 三 つ （黒部川下流地方，

茂住 ・神岡地 方，万波 ・長谷川 。水無地方） と りあげ
，

　 ＊ 窄育屋大学理学 部地球 科学数窯

こ れ ら の 地域で の 問題点を 指摘 した．ま た ，小島 q965）

は 複変成作用 の 問題を 追求す る ため に，変成帯におサる

花樋岩源変成岩 （い わ ゆ る orthogneiss ）の 追跡 と，変

成塩基性岩脈 の 追跡 とが 必要 で ある こ と を 強調 した．

　3回 にわ た る現地討論会 の 内容は すで に報告した （諏

訪，1966c；諏訪 ・宮川 ，1966，1968）が ，要約す る と tt

次 の よ うな聞題が 今後 に残 さ れて い る ように思われる．

　（1） 宇奈月 ・片貝川地方など東北部の 飛騨変成岩は，

中央部 ・ 南部の 飛 騨変 成 岩 と は ，原 岩も変 成条件 もち が

うの で は な い か ？　宇奈月で は酸性火山岩，石灰 岩 ， 鉄

に 富む 泥質岩，塩基性岩 な ど を産するか ら，石炭紀乃至

二 畳細の 地層 が原岩 で は な い の か ？　 Barrovian型 の 変

成岩には普遍朗な 藍晶石が宇楽月には産するの に，他の

地 域に は 産 し な い ．宇奈月の もの は 他の 地域 の もの よ り

若い の か もしれ な い ．ま た ， 字奈月 の レ プ タ イ ト，石灰

岩，十字石片岩 は基盤岩の 間 に は さ まれたsupracrustal

な堆積物の septa で ，元来，基 盤岩 を不整 合 に お お っ て

い た もの が ，一
緒 に変成 した 可能性は な い か ？　 も しそ

うな ら orthogneiss もか な り出て くる か もしれ な い ．こ

の意昧で は ，鳥幗子山グ ル ープ の 羽毛 状角閃岩を ，複変

成作用の 観点 か ら調査する必要 が あろ う．

　   宇奈月の レ プ タ イ トは酸殴火山岩源 と考え られ て い

る が
， もしそ う な ら，そ の 当時 の 火山活動 を 地質学的 に

追求すぺ きだ．ま た， レ プ タ イ ト層 の 中に 珪岩 は な い

か ？　飛騨変成岩 に 正 珪岩の 存在す る可能性は な い だろ

うか ？

　（3｝ 同様 に，片貝川の礫岩片岩も地質学的に追跡 して

ほ しい （次章参照）．

　  　飛騨変成帯に 割合多産する角閃石片麻岩の原岩に

つ い て ，塩基性岩源 の もの と石灰質岩石源 の もの と を
一
卜

分検討 して 区別して ほ しい ．

　（5） 船津花觸岩 は inerむな花簡岩で あ り，CLoss の い

う Grenzpluton で ある可能性は な い か ？ こ れ が，飛騨

片麻岩 を浮 き上 らせ る た め の
一

つ の lubrication の 役割

を果 した の で は ない だろ うか ？　 また一方 ，船津花崗岩

は synorogenic な い しは late　orogenic な 岩体で は な

い が ，飛 騨片麻 岩 の形成 と むす び つ い た postorogenic な

岩体で ある 可能性は な い だ ろ うか ？　また，それに関連
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して ，た しか に 下之本花崗岩は 船津花崗岩 に貫か れ て い

るが ，こ の下之本と天 生の 両花崗岩 が ，飛騨の花崗岩化

作用に直結 した時階の もの か ど うか ？　ま た ，天 生花崗

岩 は泥質岩と 関連 の あ る 花崗 岩 で あ り，伊 西 花 崗 岩 は天

盤花崗岩 の一つ の メ ン バ ー
で 石灰質岩と関連 の ある花崗

岩で ある と い わ れ て い る が ，伊西花晦岩 の 形成機構 を 検

討 す る必 要 が あ ろ う．

　（6） 一
つ の 可能性と して ，「Cambro −Ordovicianの

石灰岩が基盤岩の gneiss をお お い ，こ れ らが，船津花

崗岩 に関運 して 上昇 し，
Alps の モ ン ブ ラ ン の よ うに，

Deckenscheiderと gneiss と い う形で で ，この両 者が

船津期 の 変成作用 を 受け て い る」 と い う考 え もあ る．し

か し，調査 して み る と ， 石灰 岩 の 産状か らみ て Decken −

scheider に は な ら な い．や は り石灰岩を 含むか な り特

長 の あ る wh つ の metamorphic 　formation が 花崗岩化

作用 を うけ て い る．石灰岩 の 多 い こ と を 考えると，或い

は Cambro −Ordovician 以 後 の 地層 が 原岩 か もしれ な

い ．

　（7） 飛騨変成帯の 中で micaceous な岩石 は localize

して い て ，特定の horizon に 限 られて で る の で は な い

か ？　黒鉛鉱床 は こ の hOrizon と関係が あ る ので は な い

か ？

　  　飛騨変成帯の中核部 （高山線沿線）で は，石灰質

岩の 構成鉱物か ら判断 して ，南部 の方 が北部より高猥だ

と い われ て き た が，構成鉱物の 最比 は と もか くと して ，

南北を 通 じて ，同 じ鉱物が 出現す る の で ，南部が 高温 だ

と い う考 え は検討を要するの で はな か ろ うか ？

皿．岩石学的 ・地質学的知見

　（1） 諏訪 （1966b）は片貝川上流東又谷 の飛騨変成岩体

中に礫籍片岩が存在する こ とを報告 した．礫岩片岩 は結

晶片岩層 （泥質片岩 と 塩基性凝灰岩源片皆 の こ ま か い互

層）中に全 く整合的に 7m の 厚 さ で存 在 し，多数 の礫よ

りな り，個 k の礫 は長 さ 3〜5G  ，幅 0．5〜5cm大で ，卵

形の もの も若干存在 す る が ，大部分 の もの は 引 き の ば さ

れ，片岩化 して い る．ひ きのば さ れ た礫は片理 面 に全 く

平行 に配列 して い る．礫岩片岩の 原 岩 は ，モ ン ゾニ 岩，

花 崗 岩， 花 崗 閃 緑 岩 な ど の 各種 の 礫 と砂 質 の 基 質

（ma しrix ）と か ら な る 礫岩 で あ ろ う．これ が元 来，基盤

岩類 をお お う基底礫岩で あ る の か，そ れ と も層 問礫岩 な

の か は，こ の 礫轡片岩を さ らに地 質 学 的 に追 跡 しな け れ

ば わ か らな い ．ま た ，こ の礫岩片岩 の付近に ，orthogneiss

様岩石 も分布す る の で ，飛騨変成帯の basenlentを考え

る うえ で ，こ の地域は一つ の鍵に な る と 思 われ る ， な

お ，こ の礫岩片岩は礫岩源の変 成岩 で は な くて ，圧 砕岩

源 の変成岩で は な い か と の見解を もつ 人 もあ る （諏訪，

1966c）．

　  　 こ の 片貝川上 流で は．こ れ ら飛騨変 成岩 を非調 和

的に貫 い て ， 塊状の 花崗閃緑岩体が分布する．こ の 岩体

中に胚胎 する ペ グマ タ イ ト中 の 白雲母の K −Ar 年令 ぱ

1，9億年 （三 畳紀）で あ り （諏訪，1966a），　 Rb −Sr 年令も

同じ値 を 与え て い る （早瀬 ・石坂，1967）．こ の こ とは ，

飛 騨変成 作用 の主 要 隠期 が 三 畳 紀よ り は吉 い こ と を示 し

て い る ．

　（8） 石岡 （1967）は 岐阜県河合村明ケ瀬藍 の ア ル カ リ

輝石花崗岩 を岩石化学的に 研究 し ， こ の 花崗岩 申に は石

灰質片麻岩や大理石だけが 捕獲 され ，こ の 捕獲岩中の 有

色鉱物はオ パ サ イ ト化 さ れて い る こ とな ど か ら，高温で

dry な 粘性 の 高 い マ グマ と石灰質岩石との 混成作用 に よ

っ て アル カ リ輝石花崗岩 が で きる の で あろ う と 結論し

た．な お ，黒雲愚 花崗岩 は 泥質片麻岩や 変成塩基性片麻

岩の 周 りに だ け産出す る ，こ れ は 伊西花崗岩の成因を考

える うえ で一つ の示唆を与え る もの で ある ，

　（4） 佐藤 （1968）は 変 成塩基 性岩脈 の 追跡，牛来の 斜

畏石双晶法の 適用 ， ジル コ ン の 晶癖 ・群色の 研究 ， 化学

組成 の 統計的研究な ど を基本 と した 彼の chronopetro
−

graphic　analysis を ，彼 が長年調 べ た 神岡地方や 片貝川

地方の 飛騨変成岩 に 適用 して ，次 の ような結論 に達 し

た．　 （a） 飛騨変成岩 は先 カ ン ブ リア 時代の 始生代後期

（北鮮の 摩天 嶺系と 同 時期）の 苦灰 質石 灰 響 ，塩基 性凝灰

岩お よ び火山岩を 主 と し，珪質嵜 ・泥質岩を 含 む堆積岩

層 が始生代末 （6〜12億年前）に古期灰 色花崗岩（：ニッ 屋

型 及 び 大 谷 型 ） の 貫入 に よ り広 域 変 成 作用 を うけ た が ，

古生代末（1，9〜2．5億年前〉の ヴ ァ リス カ ン 期に ， 飛騨変

成岩 を 含む花崗岩層 の 再溶融 に よ っ て ，船津型 の 花簡岩

類 が形成 され ， 同 時 に飛騨変 成岩 は各 地 で 複変成作用を

うけ，眼球片麻岩の
一

部や紅色注入片麻岩な どの 複変成

岩 を 生 じた ．　 〈b） 古期灰色花崗岩 は ヴ ァ リス カ ン の 複

変成期に 再結晶した ．　 （e ） 下之本花崗閃緑彰
』
1は 船津花

崗岩 マ グマ と玄武岩層〜上部 マ ン トル の 塩基性物質 と の

混合 に よ っ て 形成 され た．　 （d） 眼球片麻岩に 伴な っ て

で る 野 口型 及 び片貝型 の 淡紅色 ミグ マ タ イ ト質花巍岩 は

部分的に 再活動 した 盲期片麻岩 で ある．　 （e） 眼球片麻

岩 は 先 カ ン ブ リア 賻代の 花崗岩化作用 ・混成作用 に よ っ

て 形成 さ れ，さ ら に ヴ ァ リス カ ン 期 に 複変成 され た もの

で あ る ．　 （f） 伊西型の 輝石 ・石英モ ン ゾ ニ 岩や 栃洞 の

輝石球状轡は 固態状態 で 石灰質岩石 か ら交代的 に 再結晶

した もの で ある ，　 （9） 先カ ン ブ リア 時代の
“飛騨地向
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斜
”

の塩基性火山活動 は ス ピ ラ イ ト質 と い うよ りは む し

ろ斜長石玄武岩質 で あり， ま た 同地向斜の泥質堆積轡 は

石灰質頁岩 の 特微を も．o て い て CaO に冨みSio2 に 乏 し

い ．　   　先 カ ン ブ リア 時代 の 変成相 は 角閃岩 相 で ，一

部に グ ラ ニ
ュ ラ イ ト相 があ っ たかもしれない ．ヴ ァ リス

カ ン 期 の変成相 は緑簾石角閃岩相で，ヴ ァ リス カ ン 複変

成作用 は後退変成作用 で あ る，な お 変成分帯 は むずか し

い ．

W ．年代測定の 結果 と解釈

　（1） 佐藤ら （1967）は 、1 予備的な
” Rb −Sr 年令を報告

して い る．す な わ ち ， 古期灰色花醐岩 （ニ ッ 屋型） は全

岩石 で 12億年， 黒雲母で 6．8億年 ， カ リウム 長石で 8．1

億侮，ニ ツ 魔 型 に注入 され る角閃石 ・黒雲母片麻岩の 黒

雲母 は 6．4億年 ， 淡紅色 の 野 口花崩岩 の 微斜長石は 8，9

億年 で ある．船津 の メ ン バ ーと考えられ る打保石英閃緑

岩 の 黒雲母は 2億年 で あ る，

　（2＞ 山 口 （1967）も U ・−Pb 法 ，
　 Rb −Sr法を 用い て 予察

的に 年代測定 を試み て い る．そ れ に よ る と，天 生の 石墨

・柘榴石 ・ 角閃石 ・
透輝石片麻睿中の ジ ル コ ン の 翼 の 年

令は 15億年よ りも古 い ら しい． こ の こ とは 飛騨片麻岩

の 堆積材料に は 15億年よ り古 い もの が 含ま れ て い る こ

と を意味する．そ の ほ か 2，5億年前の 花嵩岩質 マ グマ の

活動や ， 1．9億年前 の 再結晶作用が推定 ざれて い る．

　 （3） 山口 ・柳 （1968）は Rb −Sr 法 で宇奈月の レ プ タ イ

トと 十字石片岩 の 年令を しらべ ，原岩 で あ る 酸姓溶岩〜

凝灰岩の 生成年代 が 5億年前，変成作用 の 陦期は 2．4〜

2．1 億年前 と推定 した．

　   湊 （1967）は飛騨片麻岩 ・花醐岩類の年令に関 し

て 3．4〜3億年を シ ン キ ネマ テ イ ッ ク花崗岩形成 の 時期 ，

2．7，2M ．7億 年 を そ れ ぞ れ の 隆起 の 時期 と解釈する な

らば ， 地質学的事件の 経緯 との 闘 に矛盾はな くなる と の

べ ，と くに，年代測定 に おけ る taphrogeny の 意義を強

調 した．

　   　小林 （1967） は飛騨変成帯の 性格が ，ア ル ダ ン 楯

状地 と そ れ に 接する ス タ ノ ボ イ欝 に類似する と考え ，飛

騨変成岩 の 原岩 は 下部原生代 の 岩類で あ り ， 変成作用 の

時期 は アノレ ダ ン 楯状地 と同様 20億年前で あり， これ が

ス タ ノ ボ イ帯 と 同様に ，約 L5 億年前 に 広域的 な わ か が

え りを1行 つ た と考 え た．
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Polymetamorphism  in theHidaMetamorphie  Complex

KanenoriSUWA

(Abstract)

  Recently,  attentioii  is called  to the geological
and  petrological  prebrems  on  the Hida  metamor-

phic  cornplex.  Among  themi  the problern  whether

the complex  was  produced  by  a  single  metamor-

phism  in late Palaeezoic  period, or  by  polymeta-

morphism  in pre-Silurian, probably  Precarpbrian,
and  late Palaeozoic  perieds is in hot  dispute.

  In the  last three  years', researches  on  the Hida

metamorphic  complex  have  made  a- relnarkable

progress, especially  on  the following  three points .
  (O During  these three years,several  geologists
have surveyed  jointly in the  Hida  metamorphic

terrane  and  have  discussed frhnkly on  the field
evidences  of  polymetamorphism.  As  the  result

of  their field survey  and  discussion, several  sig-

nificant  view-polnts  have  been  shown.

  (2) During  these years,  some  originat  works

contributing  to petrology  as  well  as  geology  of

the Hicla metamorphlc  complex  have  been  per-
formed.･'

  (3) By  introducing the dating methods  based
on  radioactive  decay,  reliable  age  data on  miner-

als  and  rocks  in the complex  have  been  accumu--

lated, especially  since  {g67.
  A  review  of  the above  researches  on  polymeta-
morphism  in the Hida  metamerphic  complex

during  the last three years is given  in this paper.
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